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15万7589人が来場した“最大級の旅の祭典”
オールジャパンの意気込みを世界に示す
■開会式には秋篠宮殿下もご臨席
■国際観光フォーラムでは、
　東京五輪と観光大国への道筋を熱く議論
■東京国立博物館でJAPAN NIGHT開催
■活況呈した三位一体の展示・商談会
　各種業界セミナーも盛り上がる

韓国へ1000人規模の大型ファムツアー派遣注目NEWS



15
万
７
５
８
９
人
が
来
場
し
た〝
最
大
級
の
旅
の
祭
典
〞

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
意
気
込
み
を
世
界
に
示
す

世
界
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
リ
ー
ド
す

る
イ
ベ
ン
ト
に

　

開
会
式
で
挨
拶
に
立
っ
た
J
A
T
A
の
田

川
博
己
会
長
は
、
今
年
4
月
に
日
本
人
の
渡

航
自
由
化
か
ら
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
言

及
し
、
日
本
人
海
外
旅
行
者
よ
り
も
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
方
が
多
か
っ
た
時
代
か
ら
半

世
紀
を
経
て
、
海
外
の
自
然
や
歴
史
、
文
化

に
ふ
れ
る
貴
重
な
機
会
を
も
た
ら
し
た
海
外

旅
行
が
「
日
本
人
の
国
際
化
に
大
き
く
貢
献

し
た
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
社
会
に
お
け
る
人
口
減
少
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
て
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
雇
用
創
出
の
効
果
な
ど
か
ら
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
注
目
が
高
ま
り
、
国
内
の
観
光
需
要

喚
起
と
海
外
か
ら
の
訪
日
旅
行
の
誘
致
に
向

け
て
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
観
光
立
国
へ

の
動
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
誕
生
し
た

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
が
、
そ

の
象
徴
と
な
っ
て
「
世
界
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
へ
の
確
信
」
を
表
明

し
て
い
ま
す
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
西
村
明
宏
国
土
交

通
副
大
臣
は
、
「
昨
年
初
め
て
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
が
1
0
0
0
万
人
を
突
破
し
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
2
0
2
0
年
に
向
け
て
、

2
0
0
0
万
人
の
高
み
を
目
指
し
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
表
明
。
「
各
国
の

皆
様
に
日
本
文
化
や
日
本
人
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
と
同
時
に
、
日
本
人
が
海
外
へ
出

か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
の
人
々
と
絆
を

深
め
、
双
方
向
の
交
流
が
拡
大
す
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

「世界のツーリズムをリードしていく」と決意を示した田川博己 
JATA会長

「双方向の交流が拡大することを願う」と語った
西村明弘 国土交通副大臣

「2020 年に向けて 2000 万人の高みを目指す」
と表明した久保成人 観光庁長官

　

J
A
T
A
と
日
本
観
光
振
興
協
会
（
日
観

振
）
は
9
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で
の
4
日

間
に
わ
た
り
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
世
界
最
大
級
と
な
る
旅
の
祭
典

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
個
別
に
開
か
れ
て

い
た
「
J
A
T
A
旅
博
」
と
日
観
振
の
「
旅

フ
ェ
ア
日
本
」
を
統
合
し
た
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
全
国
47
都
道
府
県
と
1
5
1
カ
国
・

地
域
か
ら
1
1
2
9
の
企
業
・
団
体
が
出
展

し
、
来
場
者
数
は
15
万
7
5
8
9
人
に
達
し

て
い
ま
す
。
秋
篠
宮
殿
下
も
ご
臨
席
さ
れ
、

お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
9
月
26
日
の
開
会
式

に
は
、
各
国
の
観
光
大
臣
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
者
ら
1
1
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。開会式では、出席した各国の観光大臣ら要人や主催団体代表らによるテープカットが行われました

「新しい旅が始まる。」をテーマに誕生したツーリズムEXPOジャパンには内外から熱い期待
が集まりました。注目の基調講演はＵＮＷＴＯのタレブ・リファイ事務局長にお願いしました。



タ
レ
ブ・
リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
が
基
調
講
演

２
０
２
０
年
ま
で
の
訪
日
旅
行
２
０
０
０
万
人
達
成
を
確
信

ツーリズムEXPOジャパン2014特集

　

国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
基
調
講

演
を
行
っ
た
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）
の
タ
レ
ブ
・
リ
フ
ァ
イ
事

務
局
長
は
、
年
間
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が

1
0
0
0
万
人
に
達
し
た
日
本
市
場
に
つ

い
て
、
「
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災

で
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

2
0
0
2
年
時
点
に
比
べ
て
需
要
規
模
を
倍

増
さ
せ
た
こ
と
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
回
復
力

と
日
本
国
民
の
強
い
決
意
を
示
す
も
の
だ
」

と
評
価
。
「
東
京
五
輪
と
い
う
メ
ガ
イ
ベ
ン

ト
を
追
い
風
に
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
訪
日

旅
行
者
が
2
0
0
0
万
人
に
達
す
る
こ
と
を

改
め
て
確
信
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
は
、
観
光

を
発
展
さ
せ
る
上
で
地
域
社
会
に
明
確
な
役

割
を
与
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
も
言
及
し
、

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
大
き
な
恩
恵
を
世
界
中
の

地
域
社
会
で
実
現
す
る
た
め
に
、
観
光
産
業

の
官
民
が
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、
持
続
的

な
観
光
開
発
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。
（
5

ペ
ー
ジ
に
講
演
要
旨
）

　

観
光
庁
の
初
代
長
官
で
、
現
在
、
観
光
庁

の
参
与
も
務
め
る
首
都
大
学
東
京
の
本
保
芳

明
教
授
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
基
調

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
日
本
政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）
の
松
山
良
一
理
事
長
、
英
国

政
府
観
光
庁
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ド
リ

ゲ
ス
会
長
、
U
N
W
T
O
の
リ
フ
ァ
イ
事

務
局
長
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
観
光
局
の

ジ
ョ
ン
・
オ
サ
リ
バ
ン
局
長
の
4
氏
が
登

壇
。
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
利
用
し
た
観
光
振
興
〜
2
0
2
0
年
以
降

の
日
本
の
姿
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政

府
観
光
局
の
オ
サ
リ
バ

ン
局
長
は
、
シ
ド
ニ
ー

五
輪
で
は
綿
密
な
戦
略

に
基
づ
い
た
ブ
ラ
ン
ド

構
築
を
通
じ
て
、
シ
ド

ニ
ー
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
に
成
功
し
た
こ

と
を
報
告
。
英
国
政
府
観
光
庁
の
ロ
ド
リ
ゲ

ス
会
長
は
、
五
輪
を
通
じ
た
観
光
開
発
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
「
短
距
離
レ
ー
ス
で
は
な

く
マ
ラ
ソ
ン
で
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
大

会
前
後
の
長
い
ス
パ
ン
の
中
で
様
々
な
施
策

を
総
合
的
に
展
開
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
し
て
い
ま
す
。

　

J
N
T
O
の
松
山
理
事
長
は
、
2
0
2
0

年
の
東
京
五
輪
に
つ
い
て
、
成
熟
し
た
都
市

で
の
〝
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
〞
を
如

何
に
創
造
す
る
か
が
問
わ
れ
る
と
い
う
認
識

を
示
し
、
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
質
向
上
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
効
果

の
地
方
へ
の
波
及
な
ど
を
目
指
す
考
え
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
（
6
ペ
ー
ジ
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
要
旨
）

　

国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
基
調
講
演

と
基
調
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
続
い
て
、
海
外
・

国
内
・
訪
日
・
ア
ジ
ア
市
場
の
各
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
開
催
さ
れ
、
延
べ
2
7
2
0
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

「ツーリズムEXPOジャパン2014」には、過去最大の 15万 7589人が来場しました

「地域と一体となって観光開発にコミットを」と訴えたUNWTOのリファイ
事務局長

五輪を活用した観光振興について議論が繰り広げられた基調シンポジウム

「ツーリズム EXPOジャパン 2014」会場で開催された
ツアーグランプリ表彰式

開会式で行われた JATAツーリズム大賞の授賞式



内
外
の
１
６
０
０
人
が
日
本
文
化
を
堪
能

東
京
国
立
博
物
館
で〝
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T 

2
0
1
4
〞

　

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1
4
」
と
「
V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N 

ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
（
V
J
T
M
）
2
0
1
4
」

は
9
月
25
日
、
東
京
・
上
野
公
園
の
東
京
国
立

博
物
館
に
各
国
の
大
臣
や
駐
日
大
使
を
は
じ

め
両
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
ら
約
1
6
0
0

人
を
招
き
、
〝
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T 

2
0
1
4
〞
を
共
同
開
催
し
ま
し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
組
織
委
員

会
の
委
員
長
を
務
め
る
山
口
範
雄
・
日
本
観
光

振
興
協
会
会
長
は
、
「
世
界
各
地
か
ら
1
5
1

の
国
・
地
域
と
国
内
の
全
47
都
道
府
県
か
ら
出

展
し
て
い
た
だ
き
、
国
際
的
に
も
有
数
の
大
き

さ
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
日
本
の
文

化
全
体
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
形
で
世
界
中
に

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
〝
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T 

2
0
1
4
〞

に
は
、
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
も
駆
け
つ

け
、
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク
の

各
イ
ベ
ン
ト
を
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
の
双
方

で
人
と
人
と
の

交
流
や
文
化
と

文
化
と
の
交
流

を
広
げ
て
い
く

大
き
な
ス
タ
ー
ト
に
し
た
い
」
と
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

　
〝
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T 

2
0
1
4
〞

の
ス
テ
ー
ジ
で
書
画
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
会
場
内
で
は
秋
田
竿

灯
も
披
露
さ
れ
、
国
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

様
々
な
「
和
食
」
メ
ニ
ュ
ー
と
と
も
に
、
日
本

文
化
の
奥
深
さ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「ジャパン・トラベル・ウィーク」の共同記者会見に臨んだ国連世界観光機関（UNWTO）
のタレブ・リファイ事務局長、日本政府観光局（JNTO）の松山良一理事長、観光庁の
久保茂人長官、日本観光振興協会の山口範雄会長、JATAの田川博己会長の各氏（左から）

〝JAPAN NIGHT 2014〟の中締めでは、ステージを彩った「和のスペシャリスト」の皆さんが勢ぞろい。大
相撲本場所中の立行司・木村庄之助も登場し、「本日のジャパンナイト、これにて打ち止め」と宣言しました

太田昭宏国土交通大臣

鏡開きの後は、UNWTO
のリファイ事務局長が乾杯
の音頭をとり、ステージ上
では各国の観光大臣や大使
などVIP の皆さんが杯を交
わしました

〝JAPAN NIGHT〟のステー
ジ上では、書画家の麗清（れ
いせい）氏による「旅」と
いう文字を揮毫する書画パ
フォーマンスや国内外で支
持されている女性アーティ
スト・GILLE のミニライブ
などが繰り広げられました

秋田市からは穂積志市長も参加して秋田竿灯祭りを
紹介。雨上がりの夜空に竿灯の明かりが鮮やかに浮
かびあがりました

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
「
和
食
」
で
外
国
か
ら

の
参
加
者
を
お
も
て
な
し



じゃたこみ
2014年10月号J ATA

海外渡航自由化50周年
キャンペーンロゴのダウンロードは下記へ
JATAでは海外渡航自由化50周年キャンペーンロゴ
とキャッチフレーズを作成しました。パンフレットへの掲
載等、ぜひご活用ください
ロゴのダウンロードは下記URLから。
http://www.jata-net.or.jp/membership/topics/2
013/131024_kgtk50th.html
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ツーリズムEXPOジャパン2014の成功を願い、がっち
りと握手する日本観光振興協会の山口範雄会長
（左）と田川博己JATA会長。4日間の会期中、15万
7589人が来場するという大盛況でした。
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国
連
世
界
観
光
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

タ
レ
ブ
・
リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長

世
界
中
の
地
域
を
元
気
に
す
る「
旅
の
力
」

基調講演
官
民
で
持
続
的
な
観
光
開

発
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャパン
の
テ
ー

マ
で
あ
る「
旅
の
力
」は
、国
際
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
決
定
的
な
社
会
経
済
現
象
と
し
て

の
強
固
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
重
要
な

時
期
に
、極
め
て
時
宜
を
得
た
感
動
的
な

メッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

1
9
5
0
年
に
は
2
5
0
0
万
人
に

し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
世
界
の
旅
行
者
数

は
、2
0
1
2
年
に
は
初
め
て
年
間
で

10
億
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
に
お
け
る
世
界
の

旅
行
者
数
は
、前
年
比
5
％
増
の

10
億
8
7
0
0
万
人
を
記
録
し
、旅
行

収
入
も
過
去
最
高
の
1
兆
4
0
0
0
億

米
ド
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
引
き

続
き
、突
出
し
た
結
果
を
示
し
て
お
り
、

旅
行
者
数
が
世
界
の
各
地
域
の
中
で
最

も
高
い
前
年
比
6
％
増
、旅
行
収
入
も

同
8
％
増
に
達
し
て
、国
際
旅
行
市
場
に

お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
地
位
を
さ
ら

に
高
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
上
半
期
に
お
け
る
世
界
の
旅
行

者
数
も
予
想
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
加
を

続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、2
0
1
4
年
の

年
間
伸
び
率
は
前
年
比
4
〜
4・5
％
増

と
予
想
さ
れ
て
お
り
、こ
う
し
た
国
際
旅

行
市
場
の
堅
調
な
動
き
は
、2
0
3
0
年

ま
で
に
世
界
の
旅
行
者
数
が
18
億
人
に

達
す
る
と
い
う
U
N
W
T
O
に
よ
る
予

測
を
裏
付
け
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
長
期
的
な
予
測
に
お
い
て

も
、そ
の
伸
び
を
牽
引
す
る
の
が
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
、2
0
3
0
年

に
お
け
る
同
地
域
へ
の
旅
行
者
数
は

5
億
3
5
0
0
万
人
に
達
し
て
、国
際

旅
行
市
場
に
お
け
る
シェア
も
、現
在
の

23
％
か
ら
30
％
ま
で
拡
大
す
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
進
展
と
拡
大
に
よって
、ツ
ー

リ
ズ
ム
は
世
界
経
済
に
お
い
て
も
最
も

重
要
な
部
門
の一つ
と
な
り
つつ
あ
り
、世

界
の
G
D
P
の
9
％
を
占
め
、就
業
者
の

11
人
に
1
人
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
に
従
事

し
、旅
行
収
入
も
全
世
界
の
輸
出
額
に

お
け
る
シェア
は
6
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
う
し
た
数
字
は
、ツ
ー
リ
ズ

ム
の
偉
大
な
ス
ト
ー
リ
ー
の一つ
の
側
面
を

語
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

私
は
数
年
前
、ベ
ト
ナ
ム
の
河
川
で
リ

バ
ー
ボ
ー
ト
を
利
用
し
た
際
、船
を
操
っ

て
い
た
女
性
か
ら「
自
分
も
構
成
員
の一

人
で
あ
る
リ
バ
ー
ツ
ア
ー・ビ
ジ
ネ
ス
に
よっ

て
地
域
経
済
が
支
え
ら
れ
、個
人
的
に
も

以
前
よ
り
収
入
が
増
え
た
」と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
。ベ
ト
ナ
ム
の
地
域
社
会
で

は
、農
業
だ
け
に
依
存
し
て
い
た
時
代
に

比
べ
て
、観
光
が
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
結
果
と
なって
い
る
の
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ク
タ
ー
は
、

地
域
社
会
に
大
き
な
可
能
性
を
も
た

ら
す
力
を
も
って
お
り
、雇
用
機
会
の
創

出
↓
生
活
の
向
上
↓
教
育
の
改
善
↓
貧

困
か
ら
の
解
放
と
い
う
大
き
な
バ
リ
ュー

チェー
ン
の
形
成
に
も
貢
献
し
う
る
存
在

だ
と
言
え
ま
す
。

　

東
京
五
輪
の
よ
う
な
メ
ガ
イ
ベ
ン
ト

も
、行
政
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、民
間

や
地
域
を
巻
き
込
ん
で
、地
域
の
人
々
に

も
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）が

採
択
し
て
国
連
総
会
で
承
認
さ
れ
た

「
世
界
観
光
倫
理
憲
章
」の
署
名
式

が
9
月
25
日
、東
京・霞
が
関
の
観
光

庁
国
際
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
観
光
倫
理
憲
章
は
、

1
9
9
9
年
10
月
に
チ
リ
で
開
催
さ

れ
た
第
13
回
U
N
W
T
O
総
会
で
採

択
さ
れ
、2
年
後
に
国
連
総
会

で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

署
名
式
の
冒
頭
で
挨
拶
し

た
久
保
成
人
観
光
庁
長
官
は
、

「
観
光
の
分
野
に
は
、自
然
環

境
保
護
や
文
化
遺
産
保
護
、労

働
環
境
な
ど
、様
々
な
課
題
が

あ
り
、世
界
観
光
倫
理
憲
章

は
、観
光
を
め
ぐ
る
普
遍
的
な

課
題
を
解
決
に
導
く
重
要
な

規
範
だ
」と
い
う
認
識
を
示
し
、

「
憲
章
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
署

名
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、日
本

の
観
光
産
業
に
よ
る
持
続
的
な

発
展
に
向
け
た
強
い
意
志
を
世
界
に

向
け
て
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
」と

語
って
、そ
の
意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

署
名
式
を
主
催
し
た
U
N
W
T
O

の
タ
レ
ブ・リ
ファ
イ
事
務
局
長
は
、「
日

本
の
観
光
業
界
関
係
者
に
よ
って
、素

晴
ら
し
いコ
ミッ
ト
メ
ン
ト
と
良
い
模
範

を
示
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
御
礼
を

申
し
上
げ
る
」と
謝
意
を
表
明
。同
事

務
局
長
は
、「
世
界
か
ら
日
本

が
尊
敬
を
集
め
て
い
る
の
は
、倫

理
意
識
の
高
い
国
民
性
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、観
光
業
界
の
重

鎮
が一堂
に
会
し
て
署
名
を
行

い
、日
本
も
憲
章
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
に
よ
る

と
、世
界
観
光
倫
理
憲
章
に
は

40
カ
国・約
3
0
0
の
組
織
が

参
加
し
て
お
り
、「
人
々
や
地
球

に
対
す
る
行
動
規
範
が
必
要

だ
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
署
名
式
で
は
、J
T
B
、

ワ
ー
ル
ド
航
空
サ
ー
ビ
ス
、K
N
T
│

C
T
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、日
本
旅
行
、

沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
、エ
イ
チ・ア
イ・エ
ス

の
J
A
T
A
正
副
会
長
と
旅
行
業

経
営
委
員
会・社
会
貢
献
委
員
会
の

両
委
員
長
の
会
員
企
業
6
社
を
は
じ

め
、J
A
T
A
、日
本
航
空
、全
日
空
、

日
本
観
光
振
興
協
会
、日
本
ホ
テ
ル
協

会
、全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連
盟
の
国

内
の
計
12
企
業・団
体
が
署
名
し
て
い

ま
す
。

「ツーリズムは世界経済においても最も重要な部門」と語
るリファイ事務局長

日本のツーリズム産業界の重鎮が一堂に会した観光庁
での署名式 「世界観光倫理憲章」に署名

会員会社6社と観光関連団体6者



「
五
輪
レ
ガ
シ
ー
」の
確
立
こ
そ
観
光
大
国
へ
の
道

シ
ド
ニ
ー
と
ロ
ン
ド
ン
か
ら
学
ぶ「
成
功
へ
の
戦
略
」

ツーリズムEXPOジャパン2014
世界が認めた〝最大級の旅の祭典〟

特集

基調シンポジウム
　

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
利
用
し
た
観
光
振
興
〜
2
0
2
0

年
以
降
の
日
本
の
姿
と
は
〜
」
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
た
基
調
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
首
都
大
学
東
京
の
本
保
教
授
が
モ

デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
J
N
T
O
の
松

山
良
一
理
事
長
、
英
国
政
府
観
光
庁
の

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
会

長
、
U
N
W
T
O
の
タ
レ
ブ
・
リ
フ
ァ

イ
事
務
局
長
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

観
光
局
の
ジ
ョ
ン
・
オ
サ
リ
バ
ン
局
長

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
。
観
光
立

国
の
実
現
に
向
け
て
五
輪
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
べ
き
か
を
め
ぐ
り
、
議
論
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

オ
サ
リ
バ
ン
局
長
は
、2
0
0
0
年

開
催
の
シ
ド
ニ
ー
五
輪
を
、戦
略
、パ
ー
ト

ナ
ー
シッ
プ
と
戦
術
、ブ
ラ
ン
ド・イ
ン
パ
ク

ト
、レ
ガ
シ
ー
と
評
価
、大
会
後
の
展
開
な

ど
の
観
点
か
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

戦
略
に
つい
て
は
、シ
ド
ニ
ー
五
輪
の
開

催
が
決
定
し
た
直
後
の
1
9
9
3
年
か

ら
構
築
に
着
手
、競
技
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光
的
な
魅
力

な
ど
を
同
時
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、同
国
の
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
を
図
った
と
話
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、五
輪
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、⑴
イ

ン
フ
ラ
開
発
、⑵
イ
ベン
ト
開
催
への
信
頼

確
立
、⑶
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
能
力
、

⑷
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
価
値
と
重
要
性
への
認

識
拡
大
の
4
点
を
強
調
し
、そ
う
し
た
五

輪
レ
ガ
シ
ー
に
基
づ
い
て
、訪
豪
外
国
人

旅
行
者
数
の
拡
大
と
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベン
ト

の
増
加
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

2
0
1
2
年
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
を「
英

国
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」と
位
置
づ
け
た
ロ
ド

リ
ゲ
ス
会
長
は
、「
コ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
活

性
化
」と「
新
規
市
場
の
開
拓
」を
観
光

戦
略
の
中
心
に
据
え
、五
輪
の
当
該
年
で

あ
る
2
0
1
2
年
に
お
け
る
需
要
逸
失

の
回
避
や
五
輪
レ
ガ
シ
ー
の
確
立
に
努
め

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、戦
略
の
展
開
に
つい
て
は
五
輪

前
の
イ
メ
ー
ジ
構
築
、大
会
期
間
中
の
世

界
的
な
露
出
、大
会
後
に
お
け
る
五
輪

レ
ガ
シ
ー
の
発
揮
と
い
う
三
段
階
に
分
け

て
、10
年
以
上
に
及
ぶ
ス
パ
ン
で
施
策
を

講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
取
り
組
み
を

「
短
距
離
競
走
で
は
な
く
マ
ラ
ソ
ン
で
あ

る
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

続
け
て
、2
0
1
3
年
の
訪
英

外
国
人
旅
行
者
数
が
過
去
最
高
の

3
3
0
0
万
人
に
達
す
る
と
と
も
に
、今

年
第
1
四
半
期
も
前
年
同
期
比
12
％
増

と
い
う
高
い
伸
び
率
を
維
持
し
て
い
る
事

実
を
紹
介
し
、ロ
ン
ド
ン
五
輪
を
軸
と
す

る
観
光
戦
略
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

東
京
だ
け
で
な
い

日
本
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

　

J
N
T
O
の
松
山
理
事
長
は
、

1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
が
戦
後
復

興
を
果
た
し
た
新
生
日
本
を
世
界
に

お
披
露
目
す
る
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
、

2
0
2
0
年
の
東
京
五
輪
は
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
を
国
際
社
会
に
示
す

と
同
時
に
、成
熟
し
た
都
市
に
お
い
て
五

輪
レ
ガ
シ
ー
を
い
か
に
創
造
す
る
か
が
問

わ
れ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
、「
シ
ド
ニ
ー

や
ロ
ン
ド
ン
の
経
験
か
ら
学
び
た
い
」と

語
って
い
ま
す
。

　

同
理
事
長
は
2
0
2
0
年
に
お
け
る

五
輪
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、⑴
高
齢
者
に
や

さ
し
い
成
熟
し
た
都
市
で
の
五
輪
の
成

功
、⑵
観
光
地
や
M
I
C
E
開
催
地
と

し
て
の
日
本
の
魅
力
発
信
と
ブ
ラ
ン
ド
力

の
強
化
、⑶
基
幹
産
業
と
し
て
の
観
光
へ

の
認
識
向
上
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
、⑷
五
輪
効
果
の
地
方
への
波
及
、

⑸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
者
と
し
て
の
積

極
的
参
画
、な
ど
の
確
立
を
目
指
す
考

え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

U
N
W
T
O
の
リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長

は
、東
京
以
外
の
日
本
の
魅
力
を
世
界
に

発
信
し
、五
輪
の
波
及
効
果
を
具
体
的

な
形
で
国
内
各
地
に
も
た
ら
し
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

本
保
教
授
は
、「
観
光
の
分
野
で
は
、訪

日
意
欲
を
引
き
出
す
能
力
を
高
め
、継

承
す
る
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、レ

ガ
シ
ー
が
残
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

※
基
調
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
全
文
を
収
録

し
た
資
料
を
後
日
発
表
し
ま
す
。

シドニー、ロンドンから東京へと「五輪レガシー」の知恵が受け継がれます

リファイ事務局長「五輪の波及効果を国内各地に」

オサリバン局長「世界的なブランド力の向上を」

ロドリゲス会長「五輪戦略は短距離ではなくマラソン」

松山理事長「シドニーやロンドンの経験に学びたい」
モデレーターを務めた首都大学東京の
本保教授



最
優
秀
賞
は
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
２
０
１
４
の
受
賞
者
を
表
彰

［受賞者の皆様］

〈各部門賞の皆様〉

◎最優秀賞＝タイ国政府観光庁
◎観光局・大使館部門＝タイ国政府観光庁／メキ
シコ観光局
◎運輸部門＝東日本旅客鉄道株式会社
◎国内・訪日旅行部門＝東京都産業労働局観光部
◎パブリシティ部門＝株式会社フジテレビジョン
「世界行ってみたらホントはこんなトコだった！？」
◎会長特別賞＝一般財団法人沖縄観光コンベン
ションビューロー

委員長：吉川勝久 JATA副会長
委員：石原大 観光庁観光産業課
長／田川博己 JATA会長／菊間
潤吾 JATA副会長／見並陽一 日
本観光振興協会理事長／中村達
朗  J ATA理事長／重田俊明
JATA海外旅行推進部長／興津
泰則 JATA国内・訪日旅行推進部
長

JATAツーリズム大賞2014
実行委員会

　

J
A
T
A
は
9
月
26
日
、
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
4
」
の
開
会
式

で
、
J
A
T
A
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
2
0
1
4
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
開
発
な
ど
、
旅
行
需

要
の
喚
起
に
年
間
を
通
じ
て
貢
献
し
た
企
業
・

団
体
の
う
ち
、
貢
献
度
の
高
い
企
業
・
団
体
を

表
彰
し
、
よ
り
一
層
の
旅
行
需
要
喚
起
を
図
る

も
の
で
す
。

　
今
年
の
最
優
秀
賞
に
は
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

が
輝
き
、
部
門
別
で
は
、
観
光
局
・
大
使
館
部

門
で
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
と
メ
キ
シ
コ
観
光

局
、
運
輸
部
門
で
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
、
国
内
・
訪
日
旅
行
部
門
で
東
京
都
産
業

労
働
局
観
光
部
、
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
部
門
で
株
式
会
社
フ
ジ

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
「
世
界
行
っ

て
み
た
ら
ホ
ン
ト
は
こ
ん
な

ト
コ
だ
っ
た
!?
」
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
会
長
特
別
賞

に
は
、
一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

明
治
大
学「
T
│
M
A
R
K
」に
グ
ラ
ン
プ
リ

海
外
卒
業
旅
行
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
4

　

J
A
T
A
は
9
月
26
日
、
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
4
」
の
会
場
で

海
外
卒
業
旅
行
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
4

の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

審
査
の
結
果
、
明
治
大
学
国
際
日
本
学
部

国
際
日
本
学
科
「
Ｔ
│
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」
に
よ
る

「E
xchange T

ourisum
 T

o 

台
湾
〜

終
わ
ら
な
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
〜
」
が
グ
ラ
ン
プ

リ
に
輝
き
、
武
庫
川
女
子
大
学
生
活
環
境
学

部
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
「
大
森
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

チ
ー
ム
Ａ
」
と
専
門
学
校
神
田
外
語
学
院
国

際
観
光
科
「
神
田
外
語
学
院
ジ
ャ
マ
イ
カ
企

画
班
」
が
優
秀
作
品
賞
に
、
東
北
芸
術
工

科
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
企
画
構
想
学
科

「
チ
ー
ム 

チ
ョ
ン
サ
チ
ョ
ロ
ン
」
が
審
査

員
特
別
賞
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
学
生
の
ユ
ニ
ー

ク
な
発
想
で
企

画
し
た
旅
行
を

ベ
ー
ス
に
、

J
A
T
A
会
員

旅
行
会
社
が
一

緒
に
旅
行
商
品

を
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
を
目

指
す
も
の
で

す
。

メキシコ観光局＝ギジェルモ・
エギアルテ駐日代表

東京都産業労働局観光部
＝前田千歳課長

東日本旅客鉄道＝
冨田哲郎代表取締役社長

沖縄観光コンベンション
ビューロー＝上原良幸会長

ティーヴィーボックス＝
星利也プロデューサー

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
＝
タ
ワ
チ
ャ
イ
・
ア
ル

ン
イ
ク
総
裁
（
右
）
と
吉
川
勝
久
委
員
長

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
明
治
大
学
国
際
日
本
学
部

国
際
日
本
学
科
「
T
│
M
A
R
K
」
の
皆
さ
ん



　こういう時期だからこそという思いで挑戦した企画でした。訪中旅行者が一気に減少して、中国
の業者からも「そろそろ限界」という声もあり、現地の村人たちと受け入れ態勢を整えました。お客
様にも加わっていただいて、中国側と日本側とが一体となって出来たツアーだと実感しています。

ツアーグランプリ2014の
10ツアーを表彰
国土交通大臣賞は
グローバルユースビューローに

［国土交通大臣賞］
「神秘の北極圏へ グリーンランド、バフィン島クルーズ
15～16日間」／グローバルユースビューロー

［観光庁長官賞（海外旅行部門）］
「熱烈歓迎 ほのぼの中国紀行（7コース）」／ワールド航空サービス

営業部（クルーズ・北米・イタリア担当）部長
古木俊二郎氏

代表取締役社長　松本佳晴氏

　JATAは9月27日、ツーリズムEXPOジャパンの会
場で「ツアーグランプリ2014」の表彰式を開催しまし
た。ツアーグランプリは、旅行業における企画力や
マーケティング力の向上と観光立国の推進に寄与

することを目的に、海外旅行と国内・訪日旅行で最も
優れた企画旅行を表彰しています。今年度は、国土
交通大臣賞をはじめ10ツアーが受賞しました。

　震災後のボランティアツアーに取り組みながらも、復興が進む中で出来ることも限られてい
たが、現地からこういうものを一緒にツアーにしてほしいという要望をいただきました。地元の
方が「また来てね」と声をかけ、ツアー参加者も何度も来たくなる内容を工夫しています。

［観光庁長官賞（国内・訪日旅行部門）］
「東北ふるさと課（化）シリーズ」／JTBコーポレートセールス霞が関第一事業部
法人営業マネージャー 　影山葉子氏

　ツアーへの同行が3回目となる三浦雄一郎氏を隊長に迎え、エベレスト登頂直後とあってリピー
ターのお客様も参加され、勇気をもらうツアーとなりました。極地専門家や一流シェフにも帯同しても
らい、シニアが今求めているものを追求した結果、参加者の最高齢は90歳でした。これからも、お客
様を引き込む様 な々企画に挑戦していきたいと考えています。

久保成人観光庁長官

審査委員会の兼高かおる委員長

実行委員会の委員長を務めた
丸尾和明JATA副会長

［海外旅行ＳＩＴ部門グランプリ］
「悪魔の街・アボリジャバロとビザンチンの
至宝を往くセルビア周遊の旅」
／日本橋トラベラーズクラブ
営業本部 課長　高橋智子氏

［審査員特別賞］
「アメリカ宇宙開発の足跡を辿る ヒューストン＆ケネディ2つの宇宙
センターとスミソニアン航空宇宙博物館8日間」／ジャルパック
海外商品企画第1部 アメリカ・オセアニアグループ 
アシスタントマネージャー　妙木章則氏

［審査員特別賞］
「アフリカ大地溝帯 
ダナキル砂漠への旅」
／西遊旅行
取締役　米谷健吾氏

［海外旅行パッケージ旅行部門グランプリ］
「タイ三大祭りロイクラトン祭りと
夜空に祈りの光を放つコムローイ上げ
『タイ北部チェンマイの旅』」／エーアンドエー
商品開発部 部長　渡邊一彦氏

［審査員特別賞］
「神戸港発着 サン・プリンセスで航く！
日本一周クルーズ9日間」／阪急交通社
西日本営業本部 メディア営業二部海外営業三課
係長　白石準氏

［海外旅行シリーズ部門グランプリ］
「女性おひとり様限定の旅シリーズ
『恋するヨーロッパ』全8コース」／朝日旅行
東京支店海外旅行企画販売チーム 
マネージャー　宮嶋博氏

［国内・訪日旅行パッケージ部門グランプリ］
「釧路大漁どんぱく花火と
三陸復興国立公園クルーズ」
／日本クルーズ客船
東京支店 営業部部長　岸本正則氏



要人往来
2015年は日韓国交正常化50周年の節目の年。
この8月下旬にはソウル市で日韓観光交流拡大
シンポジウムが開かれました。それを受け、12月
に1000人規模の大型ファムツアーを韓国に派
遣することも決まり、両国間の交流人口拡大に
向けて、大きく動き出した印象です。

ネーザン・デナイト グアム政府観光局副局長
(左）とミルトン・モリナガ 同局理事会、ジャパ
ン・マーケティング委員会会長

ジェイ・グレイ ブランドUSA バイス・プレジデント

ジョン・オサリバン オーストラリア政府観光局局長(中央左）を囲んで
Tadelech Dalacho Dando エ
チオピア連邦民主共和国 文化・観
光大臣

サミー・マフムード 駐日エジプト大使
館、エジプト学・観光局、観光参事官

ゴーブガーン・ワッタナワラーン
グーン タイ観光・スポーツ大臣

ジャネット・クリストファー Visit Seattle 
バイス　プレジデント（左）と田川会長

10月下旬に成田から直行路線開設
エチオピア  8月25日（月）
Tadelech Dalacho Dando 文化・観光大臣
中村理事長を訪れて、「10月下旬からエチオピア航空が成
田／アディスアベバ間で直行路線を開設するので、観光促
進を強化したい」と説明。中村理事長は、「観光情報の提供
やファムツアーを継続的に行っていけば、日本からの観光客
増加も期待できます」と応えました。

新たな商品づくりに取り組み
タイ  9月25日（木）
ゴーブガーン・ワッタナワラーングーン 観光・スポーツ大臣
田川会長らを訪問し、「短期間でタイの新しい魅力をつくりだ
し、新たな商品づくりに取り組んでいきたい」と説明。田川会
長らは、「安心・安全の確保に努めていただき、まだファミリー
需要が小さいタイ市場で、家族で行きやすくなる環境を整え
ると良いでしょう」と期待を示しました。

需要減少傾向でも日本は重要な市場
オーストラリア  9月25日（木）
ジョン・オサリバン オーストラリア政府観光局局長
中村理事長を訪れ、オサリバン局長によると、「重要な市場と
位置付けている日本からの観光客が減少傾向にある」との
こと。オーストラリアの魅力をいかに打ち出していくかなど、事
態改善に向けて意見交換しました。

危険情報引き下げでプロモーション
エジプト  9月4日（木）
サミー・マフムード 駐日エジプト大使館エジプト学・観光局観光参事官
田川会長を訪問し、「エジプトに対する危険情報が引き下げ
られ、日本からのプロモーションに向けて直ぐにでもできるこ
とがあれば、ご教示いただきたい」と要請。田川会長は、「旅
行会社に観光地の安心安全や観光施設・インフラなどを具
体的に説明していけばよいでしょう」とアドバイスしました。

現地目線で新たな西海岸ツアーを
米国・シアトル  9月25日（木）
ジャネット・クリストファー Visit Seattleバイス・プレジデント
田川会長らを訪れ、「シアトルは大都会でありながら、自然に
囲まれてリラックスでき、様々なアクティビティも楽しめます」と
紹介。田川会長は、「現地の人々の目でみた面白い物事を
教えていただければ、旅行会社も新しい見方に基づいて西
海岸のツアーを提供できると思います」と話しました。

2015年にコンベンションセンター完成
グアム  9月12日（金）
ネーザン・デナイト グアム政府観光局副局長
同観光局理事会のミルトン・モリナガ会長とJATA本部を訪
問し、「2015年春にコンベンションセンターが完成するので、
今後はMICE需要の促進も図りたい」と説明。越智良典局
長は、「日本からの需要が増えれば、直行便の運航も可能に
なるでしょう」と応じました。

南部でのIPW開催で新規需要に期待
米国  9月25日（木）
ジェイ・グレイ ブランドUSAバイス・プレジデント
田川会長らを訪問し、2015年のインターナショナル・パウワウ

（IPW）について説明。田川会長らは、「2015年のオーラン
ド、2016年のニューオーリンズと南部での開催が続き、音楽
文化などが紹介されれば、新規需要開発も期待されます。カ
リブ海クルーズも注目を浴びるチャンスです」と応えました。



イブラヒム・Ｍ.モハメドEAC・商業・観光省副
長官（右）と中村理事長（中央）

U Htay Aung ミャンマー ホテル・観光大臣
（左）と田川会長

M.スミス USTバイス・プレジデン
ト（ビジネス開発）　

ピエロ・ガッリ ミラノ万博社長

アンソニー・ラウ香港政府観光局局長（中央田川会長の右隣り）を囲んで

ピーター・ウォン APTEC中国チャプター 
Executive Chairman（左）

李世宏 中国国家旅游局国際司司長（中央）

マルコス・ロドリゲス 駐日キューバ大使（中央田川会長
の右隣り）を囲んで

日中の友好関係存続に努力
中国  9月26日（金）
李世宏 中国国家旅游局国際司司長
田川会長らを訪問し、「中国の旅行業界は日本との関係を大
事にしていきたい。日本を訪れる中国人の数を増やし、友好
関係の存続に向け頑張りたい」と表明。田川会長は、「中国
と日本がもう一度交流を強化するため、お互いに努力し、新
しい地域、観光地の発掘を期待しています」と応じました。

宿泊施設がリノベーション
米国  9月26日（金）
M.スミス USTバイス・プレジデント（ビジネス開発）
田川会長を訪問し、「ニューオーリンズでは2016年のIPW開
催に向け、ほとんどの施設がリノベーションを図り、投資して
います」と説明。田川会長は、「豊富なツーリズムアトラクショ
ンを深堀りして、それらを活かしたツアーを提供すれば、観
光客の増加が期待できます」と応えました。

中国における国際ビジネスの窓口
中国  9月27日（土）
ピーター・ウォン APTEC中国チャプターExecutive Chairman
田川会長を訪れて、中国における唯一の民間組織である
APTECの中国チャプターを紹介し、「中国には3つの国営旅行
会社があるが、APTECは国際ビジネスの窓口となっている」と説
明。田川会長は、「来年のツーリズムEXPOジャパンにはシルクロー
ドをテーマに出展し、商談会に参加してください」と応えました。

ハバナでの旅行博に田川会長を招待
キューバ  9月27日（土）
マルコス・ロドリゲス 駐日キューバ大使
田川会長を訪問し、ハバナで毎年5月に開催される旅行博
に、田川会長らを招待しました。また、同大使は、日本で行わ
れるあらゆるキューバ観光のプロモーション活動について、
サポートする用意があることを表明しています。

ブランディング・キャンペーンを展開
ミャンマー  9月26日（金）
U Htay Aung ホテル・観光大臣
田川会長を訪れ、「これからナショナル・ブランディング・キャン
ペーンを展開することになるが、ミャンマーへの日本人旅行者
の増加に協力をお願いしたい」と要請。田川会長は、「ミャン
マーの観光開発でASEANのツーリズム全体が変わります。
観光のモデル国になるよう期待しています」と述べました。

ミラノ万博に向けて多くのお客様を
イタリア  9月27日（土）
ピエロ・ガッリ ミラノ万博社長
田川会長を訪れ、「2015年ミラノ万博に向けて、日本からでき
るだけ多くのお客様に来ていただきたい」とJATAに協力を
要請。田川会長は、「万博のシンボルになるキーワードを決め
て、万博に関する詳しい情報を旅行会社に提供していただ
ければ、観光客数の増大が期待できるでしょう」と応じました。

EXILEを観光親善大使に任命
香港  9月27日（土）
アンソニー・ラウ 香港政府観光局局長
田川会長を訪問し、「新しい広告キャンペーンが始まり、
EXILEが観光親善大使に任命されました」と紹介。田川会
長は、「香港への観光が復興していることは、日本の旅行会
社も実感しています。様 な々情報を提供し、下期に向けてPR
していただきたい」と期待を示しました。

政府が安全確保の取り組みを推進
ケニア  9月27日（土）
イブラヒム・Ｍ.モハメド EAC・商業・観光省副長官
中村理事長を訪問し、「現在、レベル2の危険情報を引き下
げるため、ケニア政府が安全確保の取り組みを進めており、
ケニア行きのチャーターも計画したい」と説明。中村理事長
は、「在ケニアの日本大使館にケニア政府の取り組みに関す
る具体的な情報を提供していただきたい」と提案しました。



委員会報告／日韓シンポジウム

１
０
０
０
人
規
模
の
大
型
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
を
派
遣

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
／
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ 

交
流
拡
大
へ
取
組
み
本
格
化

「
日
本
人
観
光
客
を
１
０
０
％
歓
迎
」

ソ
ウ
ル
特
別
市
長
が
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
訪
韓
団
に
確
約

　
田
川
会
長
や
菊
間
副
会
長
ら
で
構
成
し

た
J
A
T
A
訪
韓
団
は
8
月
29
日
に
、
ソ

ウ
ル
特
別
市
の
朴
元
淳
市
長（
写
真
中
央
）

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
朴
市
長
は「
ソ
ウ
ル
市
と
し
て
日
本
人

観
光
客
を
1
0
0
％
歓
迎
す
る
」と
確
約

し
、今
年
7
月
に
東
京
都
の
舛
添
要
一
知

事
が
ソ
ウ
ル
市
を
訪
問
し
た
際
、読
売
新

聞
に
歓
迎
の
広
告
を
出
稿
し
た
こ
と
に
も

言
及
し
て「
ソ
ウ
ル
訪
問
の
た
め
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
は
全
面
協
力
す
る
」と
表

明
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、朴
市
長
は
、ソ
ウ
ル
市
内
で
イ

ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
場
合

に
も「
会
場
確

保
な
ど
に
協

力
を
惜
し
ま

な
い
」
と
語

り
、日
韓
間
で

ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
を
設
置
す

る
こ
と
も
提

案
し
ま
し
た
。

田
川
会
長
が
日
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
表
明

　
J
A
T
A
は
8
月
29
日
、
ソ
ウ
ル
市
で
開
催

さ
れ
た
日
韓
観
光
交
流
拡
大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
に
出
席
す
る
た
め
、
田
川
博
己
J
A
T
A
会

長
や
菊
間
潤
吾
J
A
T
A
副
会
長
な
ど
32
人
で

構
成
さ
れ
る
訪
問
団
を
韓
国
に
派
遣
し
ま
し

た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
韓
国
側
か
ら

官
民
の
観
光
関
係
者
ら
1
5
0
人
が
出
席
す

る
一
方
、
日
本
側
か
ら
も
久
保
成
人
長
官
を

は
じ
め
と
す
る
観
光
庁
の
28
人
、
松
山
良
一
理

事
長
ら
日
本
政
府
観
光
局
（
J
N
T
O
）
の
8

人
、
大
塚
陸
毅
副
会
長
ら
日
本
経
済
団
体
連
合

会
の
25
人
、
山
口
範
雄
会
長
ら
日
本
観
光
振
興

協
会
の
22
人
と
全
国
旅
行
業
協
会
の
46
人
な

ど
、
総
勢
2
0
0
人
に
及
ぶ
経
済
界
も
加
わ
っ

た
幅
広
い
観
光
関
係
者
が
集
結
し
、
日
韓
観
光

交
流
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
熱
い
議
論
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
川
J
A
T
A
会
長
は
、日
韓
観
光
交
流
の

現
状
に
つい
て「
大
変
に
厳
し
い
心
の
問
題
」が

障
壁
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
示
し
、「
ま

ず
旅
行
会
社
の
社
員
か
ら
心
理
的
な
障
壁
を

払
拭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
強
調
。12
月
に

韓
国
を
訪
れ
る
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
を
1
0
0
0
人

規
模
で
実
施
し
て
、韓
国
への
旅
行
需
要
の
本
格

回
復
を
目
指
す
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
と
韓
国
の
国
交
正
常
化
か
ら
50

年
を
迎
え
る
来
年
に
向
け
て
、
「
節
目
の
年
に

相
応
し
い
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
」
を
展
開
す
る
方

針
も
示
し
、
そ
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
す
る
意
向
も
表
明
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
韓
双
方
か
ら
両

国
間
に
お
け
る
観

光
交
流
の
重
要
性

を
再
確
認
す
る
発

言
が
相
次
い
だ
ほ

か
、
2
0
1
8
年
に
韓
国
・
平
昌
で
冬
季
五
輪

が
開
か
れ
る
の
に
続
い
て
、
2
0
2
0
年
に
は

東
京
で
夏
季
五
輪
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ

交
流
の
促
進
な
ど
を
通
じ
、
日
韓
間
の
双
方
向

で
の
交
流
人
口
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指
す
方

向
性
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
1
4
0
0
万
人
を
数
え
る
韓
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
で
、
中
国
が
4
2
0
万
人
、

日
本
が
2
3
0
万
人
を
占
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
は
、
中
国
を

含
め
た
日
中
韓
の
3
カ
国
の
枠
組
み
で
考
え
る

べ
き
と
い
う
韓
国
側
か
ら
の
指
摘
も
あ
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
同
日
午
後
に
開
催
さ
れ
た

J
A
T
A
・
K
A
T
A
（
韓
国
旅
行
業
協
会
）

会
議
で
も
、
K
A
T
A
側
か
ら
田
川
会
長
に
よ

る
日
本
か
ら
の
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
の
提
案
に
賛
意

が
示
さ
れ
、
「
K
A
T
A
に
は
J
A
T
A
の
よ

う
な
地
方
支
部
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
機
会
を

利
用
し
て
タ
ス
ク
チ
ー
ム
を
作
り
、
地
方
へ
の

誘
客
を
図
り
た
い
」
と
積
極
的
な
意
見
も
出
て

い
ま
す
。

　
K
A
T
A
の
梁
武
承
会
長
は
、
訪
韓
日
本
人

旅
行
者
3
0
0
万
人
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
、
「
T
│
m
o
n
e
y
と
い
う

5
0
0
0
ウ
ォ
ン
相
当
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意

し
て
い
る
の
で
、
J
A
T
A
会
員
の
旅
行
会
社

に
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

「心理的な障壁の払拭を」と訴えた田川 JATA会長

久保成人長官

松山良一理事長

山口範雄会長

大塚陸毅副会長

梁武承会長



支部活動報告

中
四
国
支
部
愛
媛
地
区
委
員
会
が
義
援
金

広
島
県
大
雨
災
害
で
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
に

　
J
A
T
A
中
四

国
支
部
愛
媛
地
区

委
員
会
は
9
月
3

日
、
日
本
赤
十
字

社
広
島
県
支
部
に

「
平
成
26
年
度
広

島
県
大
雨
災
害
義

援
金
」
を
寄
付
し

ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は

8
月
31
日
、
愛
媛

県
の
久
万
高
原
町

運
動
公
園
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
。
J
A
T
A
加
盟
旅
行
会
社
な
ど
13
団

体
・
企
業
の
約
1
0
0
人
が
参
加
し
た
同
大
会

で
義
援
金
を
募
り
、
5
万
1
2
7
8
円
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
募
金
に
参
加
し
た
の
は
、
A
N
A
セ
ー
ル
ス

松
山
支
店
、
伊
予
鉄
ト
ラ
ベ
ル
、
エ
ス
テ
ィ
ー

エ
ス
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
中
国
四
国
松
山

支
店
、
四
国
旅
客
鉄
道
ワ
ー
プ
松
山
支
店
、

J
A
L
セ
ー
ル
ス
松
山
支
店
、
J
T
B
中
国
四

国
松
山
支
店
、
タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
松
山
支

店
、
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
、
日
本
交
通
社
、

日
本
旅
行
松
山
支
店
、
フ
ジ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ

ス
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
13
者
で
す
。

日本赤十字社広島県支部に義援金を手渡した
JATA中四国支部・辻事務局長（愛媛地区委員長代理）

9
月
9
日　
第
3
回
幹
事
会
開
催
。

9
月
16
日　
第
1
回
訪
日
旅
行
委
員
会
開
催
。

8
月
22
日　
第
4
回
幹
事
会
を
開
催
。
バ
ス
協

会
と
の
意
見
交
換
会
の
進
め
方
、
「
J
A
T
A

の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

8
月
26
日　
宮
城
県
バ
ス
協
会
と
の
意
見
交
換

会
。
東
北
支
部
か
ら
支
部
長
や
役
員
、
バ
ス
手

配
担
当
者
な
ど
16
人
出
席
。
東
北
運
輸
局
か
ら

3
人
、
バ
ス
協
会
か
ら
17
人
が
参
加
。
一
般
消

費
者
へ
の
告
知
・
広
報
の
不
足
、
関
係
省
庁
・

バ
ス
協
会
・
J
A
T
A
間
の
情
報
統
一
の
必
要

性
な
ど
を
確
認
。

9
月
9
日　
第
3
回
総
務
委
員
会
を
開
催
。

9
月
16
日　
北
陸
信
越
運
輸
局
と
意
見
交
換
会

開
催
。

9
月
26
日　

第
2
回
L
A
D
Y 

J
A
T
A
委

員
会
を
開
催
。

9
月
26
日　
第
3
回
幹
事
会
を
開
催
。

9
月
7
日　
福
井
地
区
委
員
会
社
会
貢
献
活
動

（
あ
わ
ら
湯
の
ま
ち
駅
）実
施
。
62
人
が
参
加
。

9
月
13
日　

秋
季
旅
行
業
公
正
取
引
協
議
会

（
第
1
回
）
。
1
2
6
人
が
参
加
。

10
月
7
日　

秋
季
旅
行
業
公
正
取
引
協
議
会

（
第
2
回
）
。
2
0
5
人
が
参
加
。

10
月
15
日　
総
務
・
消
費
者
委
員
会
開
催
。

10
月
16
日　
中
部
支
部
幹
事
会
開
催
。

9
月
5
日　

な

ん
ば
市
民
学
習

セ
ン
タ
ー
で
「
現

場
の
た
め
の
旅
行

契
約
の
基
礎
知
識

講
座
」
開
催
（
写

真
）
。
会
員
25
人

と
非
会
員
14
人
の

39
人
が
参
加
。

9
月
8
日　
拡
大
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

広
島
空
港
T
G
チ
ャ
ー
タ
ー
実
施
に
つ
い
て
協

議
。

9
月
9
日　
第
4
回
総
務
委
員
会
。

9
月
25
日　
東
京
で
第
2
回
幹
事
会
。
都
内
で

開
催
さ
れ
た
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ

ン
」
視
察
。

9
月
26
日　
広
島
で
台
湾
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
30
人
が
参
加
。

10
月
01
日　
広
島
で
九
州
観
光
推
進
機
構
に
よ

る
観
光
素
材
説
明
会
。

10
月
30
日　
「
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
セ
ミ
ナ
ー

i
n
山
口
」
を
開
催
。　

10
月
31
日　
「
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
セ
ミ
ナ
ー

i
n
広
島
」
を
開
催
。

8
月
26
日　
海
外
旅
行
委
員
会
開
催
。

8
月
29
日
〜
30
日　
別
府
市
で
福
岡
地
区
委
員

会
を
開
催
。
海
外
研
修
旅
行
の
実
施
な
ど
を
検

討
。

8
月
29
日　
鹿
児
島
県
地
区
委
員
会
を
開
催
。

9
月
5
日　
第
5
回
幹
事
会
開
催
。
沖
縄
県
企

画
部
交
通
政
策
課
と
意
見
交
換
。

関
東
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部



消費者相談室ハイ！
こちら

お客様の満足度向上を目指して

苦
情
事
例
に
学
ぶ
㉕

今
回
の
テ
ー
マ
：

荒
天
時
に
お
け
る
取
消
料
に
つい
て

クレーム対応マニュアル 「たびクレ！！」 のオススメ
JATA会員各社で旅行業務に従事している方 を々対象に、クレーム
対応の研修ツールとしても活用していただける、クレーム対応マニュ
アル「たびクレ！！」発売中です！！
・クレーム対応で必要な基礎、威圧的なクレームの対応策等をイラス
ト入りで解説！
・旅行会社やお客様からよくある66の質問【Ｑ＆Ａ】を項目別に掲載！
クレーム客をリピーターに変えて販売を拡大するツールとしても活用
できるマニュアルで、旅行業界の方々必携の1冊となっております！！　
クレーム対応の研修ツールに、各部署毎に一冊いかがでしょう
か。

【販売価格】 正会員：515円  協力・賛助会員：1,030円 

★JATAホームページ > 会員・旅行業のみなさまへ >右上「資料購入」からお申込いただけます★ 

　
今
年
も
複
数
の
台
風
が
猛
威
を
振
る
い
、
全
国
各
地
で
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
旅
行
者
は
旅

行
に
行
く
か
ど
う
か
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
な
が
ら
改
め
て
検
討

す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、募
集
型
企
画
旅
行
に
お
い
て
、台
風
な
ど
の
荒
天
時

に
お
け
る
取
消
料
に
つ
い
て
、事
前
に
旅
行
を
取
り
消
し
た
旅
行

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、検
証
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
し
出
内
容
は
こ
う
で
す

　
夏
休
み
の
家
族
旅
行
で
、
沖
縄
3
泊
4
日
の
ツ
ア
ー
に
申
し

込
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
連
日
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
徐
々
に
台
風
が
沖

縄
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
現

地
で
十
分
楽
し
め
な
い
恐
れ
が
出
て
き
た
た
め
、
旅
行
の
中
止

を
検
討
し
た
。
旅
行
会
社
に
確
認
す
る
と
出
発
2
日
前
の
現
時

点
で
は
、
旅
行
会
社
と
し
て
ツ
ア
ー
の
中
止
は
決
定
し
て
お
ら

ず
、
出
発
間
近
に
な
ら
な
い
と
中
止
す
る
か
ど
う
か
は
確
定
し

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
現
時
点
で
旅
行
を
取
り

消
す
の
で
あ
れ
ば
、
取
消
料
が
30
％
発
生
す
る
と
の
説
明
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
航
空
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す

る
と
、
今
回
の
台
風
に
よ
る
取
り
消
し
に
つ
い
て
は
、
特
例
と

し
て
取
消
料
が
発
生
し
な
い
と
掲
載
し
て
あ
っ
た
。
ま
た
念
の

た
め
ホ
テ
ル
に
も
確
認
す
る
と
、
航
空
会
社
が
取
消
料
を
取
ら

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
も
特
例
と
し
て
取
消
料
な
し
で
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
で
は
な
い
か
。
航
空
会
社
も
ホ

テ
ル
も
取
消
料
を
取
ら
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
旅
行
会
社
が

取
消
料
を
取
る
の
は
、
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

解
決
に
向
け
て
の
指
針

　
標
準
旅
行
業
約
款
第
17
条
第
1
項
第
7
号
に
は
、
天
災
地
変

や
運
送
・
宿
泊
機
関
等
の
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
中
止
な
ど
が

生
じ
た
場
合
で
旅
行
の
安
全
か
つ
円
滑
な
実
施
が
不
可
能
と
な

り
、
又
は
不
可
能
と
な
る
お
そ
れ
が
極
め
て
大
き
い
と
き
に

は
、
旅
行
会
社
は
旅
行
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
あ
る
と
規
定

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
同
様
の
条
項
は
約
款
第
16
条
第
2
項
第

3
号
に
も
旅
行
者
の
解
除
権
と
し
て
規
定
し
て
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
の
旅
行
契
約
解
除
の
際
に
は
取
消
料
は
発
生
い
た
し
ま

せ
ん
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
「
運
送
・
宿
泊
機
関
等
の
旅
行
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
中
止
な
ど
が
生
じ
た
場
合
」
で
あ
り
、
今
回
、
旅

行
者
の
申
し
出
が
あ
っ
た
出
発
2
日
前
の
時
点
で
は
、
航
空
会

社
の
欠
航
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
約
款
に
規
定
さ
れ
て
い
る
運

送
機
関
の
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
中
止
は
、
ま
だ
生
じ
て
は
お

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
そ
の
時
点
で
旅
行
を
中
止
し
、
旅
行

契
約
を
解
除
す
る
か
ど
う
か
は
、
お
客
様
自
身
の
判
断
に
よ
る

と
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
約
款
第
16
条
第
1
項
に

規
定
し
て
い
る
と
お
り
、
旅
行
者
が
取
消
料
を
支
払
っ
て
、
旅

行
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
で
旅
行
会
社
は
、
特
に
海
外
な
ど
に
お
い
て
、
現
地
の

治
安
情
勢
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
旅
行
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な

旅
行
の
実
施
が
不
可
能
と
な
り
、
又
は
不
可
能
と
な
る
お
そ
れ

が
極
め
て
大
き
い
と
き
と
判
断
し
た
場
合
は
、
航
空
会
社
等
が

取
消
料
の
免
除
を
し
て
い
な
い
状
況
で
も
、
ツ
ア
ー
の
催
行
を

中
止
し
、
旅
行
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
前
述
の
と
お
り
旅
行
者
か
ら
取
消
料
は
徴
収
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
、
航
空
会
社
等
の
取
消
料
は
必
然
的
に
旅
行

会
社
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
補
足

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
取
消
料
規
定
は
、
実
際
に
発
生
し
た
実

際
の
取
消
料
を
旅
行
会
社
が
旅
行
者
か
ら
徴
収
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
個
別
に
発
生
し
た
取
消
料
を
個
々
に
算
出
し
て

旅
行
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
と
な
る
と
、
旅
行
会
社
の
手
続
が

煩
雑
と
な
り
、
多
く
の
商
品
を
企
画
・
販
売
す
る
旅
行
商
品
を

取
り
扱
う
実
態
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
取
消
料
を
で
き
る
だ
け

平
均
化
し
、
取
り
消
し
を
す
る
全
旅
行
者
か
ら
取
り
消
し
の
時

期
に
よ
っ
て
一
律
で
取
消
料
を
徴
収
す
る
こ
と
で
、
旅
行
会
社

が
実
際
に
支
払
う
べ
き
取
消
料
の
損
害
を
補
填
す
る
こ
と
と
し

た
規
定
で
す
。
実
際
の
損
害
と
は
関
係
の
な
い
取
消
料
規
定
に

つ
い
て
は
、
旅
行
者
に
丁
寧
に
説
明
し
て
理
解
を
求
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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第
25
回 
旅
行
業
約
款
の
個
別
認
可

 

申
請
と
標
準
旅
行
業
約
款

法務の窓口

 

今
回
は
旅
行
業
法
第
12
条
の
2
及
び
3
で
規
定
さ
れ
て
い
る

旅
行
業
約
款
の
申
請
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。
か
な
り
ク

ド
イ
言
い
回
し
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
う
ん
ざ
り
せ
ず
に
お
付

き
合
い
く
だ
さ
い
…

旅
行
業
約
款
と
は

　
旅
行
業
者
が
旅
行
者
と
旅
行
業
務
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す

る
場
合
は
旅
行
業
約
款
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
約

款
」
と
は
反
復
的
に
行
わ
れ
る
定
型
的
な
取
引
に
つ
い
て
、
事

業
者
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く
契
約
条
項
の
こ
と
で
す
が
、

旅
行
業
法
で
は
、
旅
行
契
約
の
締
結
の
際
に
は
必
ず
こ
の
「
旅

行
業
約
款
」
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い

ま
す
（
詳
し
く
は
第
14

回（
２
０
１
３
年
11
月
号
）

の
解
説
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。

　

し
か
も
、
登
録
行
政
庁

に
申
請
を
し
て
観
光
庁
長

官
の
認
可
を
受
け
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

旅
行
業
者
が
消
費
者
に
不

利
と
思
し
き
約
款
を
自
由
に
作
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
観

光
庁
が
目
を
光
ら
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
（
法
第
12

条
の
2
）。

標
準
旅
行
業
約
款
と
は

　
と
こ
ろ
で
、皆
さ
ん
の
会
社
は
、登
録
行
政
庁
に
自
社
の
「
旅

行
業
約
款
」
の
認
可
申
請
を
し
て
観
光
庁
長
官
の
認
可
を
得
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
話
は
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。

ご
存
じ
の
通
り
、
実
際
は
「
標
準
旅
行
業
約
款
」
を
自
社
の
約

款
に
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
個
別
の
認
可
申
請

手
続
き
（
通
称
「
個
別
認
可
申
請
」）
を
省
略
し
て
い
る
の
が

一
般
的
で
す
。

　
「
標
準
旅
行
業
約
款
」
は
、
観
光
庁
長
官
及
び
消
費
者
庁
長

官
が
定
め
て
公
示
す
る
も
の
で
す
。
旅
行
業
者
が
こ
の
「
標
準

旅
行
業
約
款
」
の
内
容
を
、そ
の
ま
ま
自
社
の
「
旅
行
業
約
款
」

と
し
て
使
う
場
合
は
、
個
別
認
可
申
請
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

言
い
換
え
る
と
、
旅
行
業
者
が
独
自
の
「
旅
行
業
約
款
」
の
個

別
認
可
申
請
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
必
然
的
に
「
標
準
旅
行
業

約
款
」
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
自
社
の
「
旅
行
業
約
款
」
と
し
て

観
光
庁
長
官
の
認
可
を
受
け
た
も
の
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
、
と
い
う
わ
け
で
す
（
法
第
12
条
の
3
）。

　

結
果
と
し
て
、
多
く
の
旅
行
業
者
の
「
旅
行
業
約
款
」
の

内
容
は
、「
標
準
旅
行
業
約
款
」
の
内
容
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
他
社
の
「
旅
行
業
約
款
」
と
も
同
じ
内
容
で
あ
る
…
と

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
旅
行
の
ウ
ェ
ブ
取
引
に
お
い
て
は
、
サ
イ
ト
上
に
約

款
を
掲
載
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ
を
「
標
準
旅
行
業

約
款
」
と
銘
打
っ
て
表
示
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
い
く
ら

内
容
が
標
準
旅
行
業
約
款
と
同
じ
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
こ
れ

は
貴
社
の
「
旅
行
業
約
款
」
と
表
示
す
る
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

個
別
認
可
約
款
と
は

　

取
り
扱
う
旅
行
商
品
の
性
質
に
よって
は
、
現
行
の
「
標
準
旅

行
業
約
款
」
で
は
上
手
く
運
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
海
外
現
地
発
着
の
企
画
旅
行
で
す
。「
標
準
旅
行

業
約
款
」
で
は
「
本
邦
出
国
時
又
は
帰
国
時
に
航
空
機
を
利
用

す
る
」
場
合
を
前
提
に
取
消
料
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
例

え
ば
航
空
会
社
のマ
イ
レ
ー
ジ
会
員
が
無
料
航
空
券
を
利
用
し
て

旅
行
先
の
現
地
の
み
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
い
等
の
“
日
本
か
ら

の
出
発
も
帰
国
も
な
い
海
外
旅
行
”
の
場
合
に
は
、
こ
の
約
款

で
は
取
消
料
を
収
受
す
る
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
困
り

ま
す
の
で
、「
本
邦
出
国
時
又
は
帰
国
時
に
航
空
機
を
利
用
す
る
」

場
合
に
加
え
て
、「
本
邦
外
を
出
発
地
及
び
到
着
地
と
す
る
」
場

合
で
も
取
消
料
が
取
れ
る
よ
う
に
文
言
を
修
正
し
た
旅
行
業
約

款
を
個
別
認
可
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
手

続
き
を
経
て
「
標
準
旅
行
業
約
款
」
と
内
容
が
異
な
る
こ
と
に

なった
「
旅
行
業
約
款
」
を
、一般
的
に
「
個
別
認
可
約
款
」
と

呼
び
習
わ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
海
外
現
地
発
着
の
企
画
旅
行
の
例
は
、
当
室
に
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
く
機
会
も
多
い
の
で
、俗
に
「
ラ
ン
ド
オ
ン
リ
ー
約
款
」

等
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、「
標
準
旅
行
業
約
款
」
と
は
異
な
る
別

の
公
示
約
款
が
存
在
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
あ
く
ま
で
も
旅
行
業
者
が
個
別
に
申
請
し
て

認
可
を
得
る
「
個
別
認
可
約
款
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
当
該
旅
行

業
者
の「
旅
行
業
約
款
」
に
な
る
の
で
す
。　

　
　
　
　
（
中
島
）



　
今
年
の
年
末
年
始
は
う
ま
く
休
暇
を

組
み
合
わ
せ
る
と
9
連
休
と
な
る
人
も
多

そ
う
で
す
。家
族
や
友
人
同
士
で
海
外
旅

行
に
出
か
け
る
ケ
ー
ス
も
多
い
で
し
ょ
う
。

不
慣
れ
な
海
外
に
お
い
て
は
心
身
共
に
緊

張
し
た
り
疲
れ
が
溜
ま
っ
た
り
と
、思
い
も

し
て
い
な
か
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
に
対
し
旅
行
会
社
の
皆
様
と
保
険
会
社

が
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
で
迅
速
な
対
応

が
可
能
と
な
り
、お
客
様
の
損
害
や
ご
負

担
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
へつ
な
が
り

ま
す
。

　
第
3
回
は
、海
外
旅
行
中
の
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
旅
行
会
社
の
皆
様

と
保
険
会
社
の
連
携
、そ
し
て
旅
行
会
社

様
で
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
の
意
味
に
つい

て
考
え
ま
す
。

■
旅
行
会
社
の
皆
様
の
協
力
が
最

大
の
キ
ー

　
次
に
紹
介
す
る
い
く
つ
か
の
事
例
は
実

際
の
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
の
中
で
、旅
行
会

社
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、保
険
会
社
が

迅
速
な
損
害
サ
ー
ビ
ス
対
応
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
る
ケ
ー
ス
で
す
。

①
添
乗
員
の
方
が
、お
客
様
の
氏
名
、生
年

月
日
、保
険
の
証
券
番
号
を
把
握
し
て

保
険
会
社
に
第一報
の
電
話
を
す
る
。

⇩
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
れ
た
お
客
様
が
加
入

す
る
保
険
の
補
償
内
容
を
保
険
会
社
が

す
ぐ
に
確
認
で
き
る
の
で
素
早
い
初
動
対

応
が
可
能
で
す
。も
し
、お
客
様
の
苗
字
し

か
分
か
ら
な
い
、保
険
の
契
約
証
番
号
が

手
元
に
な
い
等
の
場
合
、第
一
報
の
電
話
で

検
索
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、確
認
が
取
れ

な
い
場
合
は
ア
シ
ス
タ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
ご

提
供
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
お
客
様
ご
自
身
で
説
明
で
き
な
い
場
合

に
、添
乗
員
の
方
が
お
客
様
の
状
況
等

を
具
体
的
に
説
明
す
る
。

【
例
】「
心
臓
の
病
気
を
お
持
ち
で
今
回
の

旅
も
毎
日
薬
を
飲
ん
で
い
た
そ
う
だ
が
、今

朝
急
に
発
作
が
起
き
た
そ
う
だ
」、「
ご
本

人
い
わ
く
初
め
て
の
症
状
と
言
って
い
る
等
。

⇩ 

加
入
さ
れ
て
い
る
保
険
で
ど
の
よ
う
な

対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
か

を
判
断
す
る
た
め
に
は
、お
客
様
の
状
態

や
症
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。第
一報
時
に
こ
の
よ
う
な
情
報
を
い

た
だ
け
る
と
、現
地
病
院
へ
の
キ
ャッ
シ
ュレ

ス・メ
デ
ィ
カ
ル・サ
ー
ビ
ス
手
配
や
通
訳
派

遣
な
ど
に
つい
て
、現
地
ア
シ
ス
タ
ン
ス
会
社

に
迅
速
に
的
確
な
指
示
が
可
能
と
な
り

ま
す
。第
一
報
時
に
十
分
な
情
報
が
確
認

で
き
な
い
場
合
、す
ぐ
に
対
応
に
移
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、海
外
旅
行
保

険
に
お
い
て
は
加
入
の
補
償
内
容
に
よ
り

既
往
症
の
取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

第一報
時
に
は
、「
現
地
で
初
め
て
の
症
状
か

「
持
病
で
も
急
激
な
悪
化
な
の
か
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

③
お
客
様
が
現
地
病
院
受
診
後
に
添
乗

員
の
方
が
第
一
報
を
す
る
場
合
、病
院

名
、連
絡
先
を
伝
え
る
。

⇩
現
地
で
の
医
療
情
報
・
治
療
状
況
の
入

手・把
握
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、ま
た
キ
ャッ
シ

ュレ
ス・メ
デ
ィ
カ
ル・サ
ー
ビ
ス
の
交
渉・手
配

も
迅
速
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

④
添
乗
員
の
方
、旅
行
会
社
の
方
が
、同
行

者
情
報
、ホ
テ
ル
情
報
を
把
握
し
て
い
る
。

⇩
同
行
者
の
方
が
何
人
い
て
行
程
離
脱
す

る
の
か
、コ
ン
タ
ク
ト
パ
ー
ソ
ン
が
ど
な
た
か

等
の
状
況
が
把
握
で
き
れ
ば
、同
行
者
の

方
に
対
す
る
ス
ム
ー
ズ
な
保
険
の
説
明
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

⑤
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
付
帯
海
外
旅
行
傷

害
保
険
に
ご
加
入
の
場
合
の
各
種
確
認

を
行
う
。

⇩
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
付
帯
海
外
旅
行
傷

害
保
険
は
保
険
の
対
応
に
あ
た
っ
て
カ
ー

ド
情
報
等
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、お
客
様
が
重
症
等
で
ご
自
身
で
説
明

で
き
な
い
場
合
、添
乗
員
の
方
に
確
認
等

の
対
応
を
お
願
い
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。な
お
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
付
帯
海
外

旅
行
傷
害
保
険
は
補
償
内
容
が
必
ず
し

も
十
分
と
は
言
え
な
い
た
め
、緊
急
の
対

応
を
す
る
中
で
保
険
金
額
が
不
足
す
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。保
険
を
お
す
す
め
い

た
だ
く
際
に
は
、そ
の
点
も
お
客
様
に
説

明
い
た
だ
き
、十
分
な
補
償
を
提
案
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
旅
行
会
社
様
で
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
の
意
味

　
こ
れ
ら
い
ず
れ
も
旅
行
会
社
様
に
て
保

険
に
加
入
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、迅
速

な
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。旅

行
の
行
程・同
行
者
情
報・宿
泊
情
報
は
も

ち
ろ
ん
、ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
際
の
状

況
や
症
状
な
ど
は
保
険
会
社
で
把
握
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、お
客
様
ご
本
人
か
ら
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

ト
ラ
ブ
ル
の
種
類
や
症
状
に
よ
って
は
ご
本

人
か
ら
直
接
伺
う
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、

ま
た
同
行
の
ご
家
族
も
動
揺
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
、ス
ム
ー
ズ
な
状
況
把
握
が

困
難
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う

な
場
合
に
、添
乗
員
の
方
や
旅
行
会
社
様

と
緊
密
に
情
報
共
有・連
携
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
迅
速
な
損
害
サ
ー
ビ
ス
対
応
が

可
能
と
な
り
ま
す
。「
も
し
も
」の
際
の
迅

速
な
損
害
サ
ー
ビ
ス
対
応
は
、安
心・安
全

に
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
重

要
な
付
加
価
値
で
あ
り
、こ
れ
こ
そ
、旅
行

会
社
様
に
保
険
を
お
す
す
め
い
た
だ
き
旅

行
者
の
皆
さ
ま
に
加
入
い
た
だ
く
こ
と
の

最
大
の
意
味
と
い
え
ま
す
。

（
注
）本
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
補
償
内
容・損
害
サ
ー

ビ
ス
対
応
は
、い
ず
れ
も
東
京
海
上
日
動
火
災

保
険
㈱
の
商
品
の
場
合
で
す
。東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
㈱
で
は
、海
外
旅
行
保
険
の
損
害
サ

ー
ビ
ス
対
応
に
お
い
て
、グ
ル
ー
プ
会
社
の
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ス
株
式
会
社
と
連
携

し
た
対
応
を
行
って
い
ま
す
。

TEL：03-5537-3490
東京都中央区銀座5-3-16  〒104-0061  http://www.tokiomarine-nichido.co.jp/

シリーズ『チーム・エキスパートの解決力』
～ ③ 旅行会社様で保険に加入いただく大きな意味 ～

（東京海上日動火災保険株式会社　旅行業営業部・インターナショナルアシスタンス株式会社）
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JATA Tourism Expo Japan 2014

JATA Tourism Expo Japan
Keynote Symposium
Establishing an Olympic Legacy as Groundwork 
for Japan as a Tourism-oriented Country;
Strategy for and Route to Success Learned from 
Sydney and London



JATA Tourism Expo Japan 2014

Keynote Speech:
“Tourism and Community 
Development”
Tourism’s Immense Benefits for Communities 
Worldwide
Mega Events Give Opportunity for Community 
Engagements



事務局
便り

「旅博」と「旅フェア」がいっしょになって初めて開催さ
れた「ツーリズムEXPOジャパン」。会期中（4日間）の
入場者数は、157,589人を記録する賑わいを見せまし
た。開会式には秋篠宮殿下にもご臨席いただき、オー
ルジャパンでのぞむ世界最大級の旅の祭典を内外に
印象づけました。

海外・国内・訪日旅行市場を包含する三位一体型の総
合イベントとあって、旅行業界の関心も相当高かったよう
で、こちらも41,000人もの方々が来場。国際観光フォーラ
ム、各種シンポジウム、業界セミナー、商談会と積極的な
参加をいただきました。今号では、熱気に包まれた4日間
を特集しています。ぜひご注目ください。

10月21日
～22日 国内旅行委員会（関西）／関東支部

10月22日 幹事会／関西支部
10月24日 消費者相談委員会／関西支部
10月24日 総務委員会／関西支部
10月24日 国内旅行委員会／九州支部
10月27日 弁済業務委員会／本部
10月28日 VW事業推進特別委員会／本部
10月29日 研修・試験委員会／本部
10月31日 実務委員会／九州支部
11月11日 国際旅行委員会／九州支部
11月12日 海外旅行委員会／中部支部
11月13日 国内（訪日）・地域振興委員会／中部支部
11月13日 旅行業経営委員会／本部
11月17日 幹事会／北海道支部
11月17日 幹事会／北海道支部
11月18日 研修委員会／中部支部
11月18日 国内旅行委員会／関東支部
11月19日 海外旅行推進委員会／本部
11月20日 国内旅行推進委員会／本部
11月20日 消費者相談委員会／関西支部
11月20日 教育研修員会／九州支部
11月20日 消費者相談委員会／九州支部
11月26日 訪日旅行推進委員会／本部
11月27日 幹事会／関東支部
11月27日 ツーリズムEXPOジャパン2015実行委員会／本部
11月28日 総務委員会／関東支部

10月20日 日本ハワイ観光協議会／海外旅行推進委員会
10月21日 NDS北欧オーロラセミナー／海外旅行推進委員会
10月22日 苦情対応セミナー（福岡）／業務改善委員会
10月23日 苦情対応セミナー（宮崎）／業務改善委員会
10月24日～25日 第1回JATAの道プロジェクト（八戸）／社会貢献委員会
10月25日 境保全活動（藤前干潟清掃・名古屋市）／社会貢献委員会
10月27日 環境保全活動（ダム周辺の植林・沖縄県）／社会貢献委員会
11月8日 環境保全活動（外来種駆除・滋賀県守山市）／社会貢献委員会
10月27日 国内旅行委員会ダムツーリズム北部地域ダム視察／沖縄支部
10月28日 旅行のウェブ取引に関するガイドライン説明会／法制委員会
10月29日 苦情対応セミナー（東京A）／業務改善委員会
10月30日 苦情対応勉強会（名古屋）／業務改善委員会
10月31日 苦情対応セミナー初心者（大阪）／業務改善委員会
11月4日 ツアー登山セミナー（静岡県警、気象予報士）／国内旅行推進委員会
11月5日 苦情対応セミナー初心者（東京2）／業務改善委員会
11月6日 那須塩原セミナー／国内旅行推進委員会
11月6日 業務改善勉強会（大阪）／業務改善委員会
11月8日 環境保全活動（外来種駆除・滋賀県守山市）／社会貢献委員会
11月12日 業務改善勉強会（東京）／業務改善委員会
11月14日 苦情対応セミナー（仙台）／業務改善委員会
11月19日 苦情相談セミナー（静岡）／中部支部
11月20日 苦情相談セミナー（名古屋）／業務改善委員会
11月21日 苦情相談セミナー（富山）／中部支部
11月27日 マネジメントセミナー／北海道支部

●JATA業務予定表 10月20日（月）～11月30日（日）
※予定表は変わることがあります。
本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、すで
に申し込み受付を締め切った研修・セミナーもあります。詳しく
は、JATAホームページ（会員限定ページ）でご確認ください。

資格認定試験制度で「1級認定バッジ」を配布
日本添乗サービス協会が旅行会社にも理解求める
　日本添乗サービス協会は今年から、同協会が実施している添乗員能力資格認定試
験制度で「1級認定バッジ」（写真）を配布しています。
　同協会では、1996年に協会設立10周年を機に同制度を導入。正会員と賛助会員の
企業に所属する添乗員と添乗業務に従事する準会員に対して、添乗業務の実施能力
が一定以上の水準にあることを資格として認定することで、添乗員による自主的な添乗
業務実施の能力向上の努力促進を目指してきました。
　今回のバッジ配布は、認定制度と1級認定者であることの証を添乗派遣業界だけにと
どまらず、派遣先の旅行会社やエンドユーザーであるお客様にも知っていただくことを
目的とするものです。
　同協会は旅行会社にも、「添乗業務中の1級認定バッジ着用についてご理解をお願いしたい」と要望しています。





　「ツーリズムEXPOジャパン」初日の9月26日には、太田
昭宏国土交通大臣とご来賓として開会式にも登壇された西
村明宏国土交通副大臣が東京ビッグサイトを訪れ、観光庁
の久保成人長官とともに展示会や商談会を視察しました。
151カ国・地域と47都道府県から970の団体・企業が出展し
た会場では、6つのホールで1500以上の小間に華やかな展
示が施され、太田大臣と西村副大臣は、海外と国内の地域を
アピールする様々な趣向を熱心にご覧になりました。

　商
談
会「
V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
」に
出
席
し
た
外
国
か
ら

の
参
加
者
ら
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
の
展
示
会
場
に
招
き
、「
お
も
て

な
し
ナ
イ
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。J
A
T
A
訪
日
旅
行
推
進
委
員
会
の
丸
尾
和

明
委
員
長
は
、「
各
地
域
の
情
報
を
収
集
し
て
商
品
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
。商
談
会
の
参
加
者
ら
を
国
内
の
団
体
・
企
業
が
出
展
す
る〝
日
本
エ
リ
ア
〞

に
案
内
し
ま
し
た
。国
内
・
海
外
の
展
示
会
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
の
同
時
開
催

で
、新
た
な〝
三
位
一
体
〞効
果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

商
談
会
出
席
者
ら
を
招
き「
お
も
て
な
し
ナ
イ
ト
」

太田大臣と西村副大臣が展示会場を視察

キューバのブース前で関係者らとの記念撮影に応じる西村国土交通副大臣（中央右）
と吉川JATA副会長（中央左）

三井不動産ブースの日本橋前で説明を受ける
太田大臣

沖縄のブースに展示された美ら海水族館の水槽に見
入る太田大臣（中央）と観光庁の久保長官（左）

展示会の日本エリアで足湯を楽しむ海外からの出展者。「JA
TA旅博」と「旅フェア日本」の統合効果を象徴する光景です

日本からのアウトバウンド2000万人に向けて、熱心な商
談が繰り広げられました

トルコのブースで出展者らと交歓する太田国土交通大臣

　最終日の9月28日には、関係者や出展者、来場者が一体と
なってグランドフィナーレも行われ、第1回「ツーリズム
EXPOジャパン」の成功を祝いました。田川博己JATA会長は、
「世界と日本をつなげたいという思いを体現したイベントの魅
力を、多くの皆さんにPRしてください」と来場者に呼びかけま
した。

沢山のゆるキャラ達に囲まれて関係者と出展者や来場者が一体となり、第1回ツーリズム
EXPOジャパンの成功を祝いました

丸尾委員長は展示会の日本エリアに案内された“VISIT JAPANトラベルマート”
の参加者らに「情報収集し商品化を」と呼びかけました

グランドフィナーレで出展者と
来場者が成功祝う



ツーリズムEXPOジャパン
展示イベント・フォトレポート
ツーリズムEXPOジャパン
展示イベント・フォトレポート
ツーリズムEXPOジャパン
展示イベント・フォトレポート

　昨年まで個別に開催されていた「JATA旅博」と「旅フェア日本」が統合されたツーリズムEXPO
ジャパンでは、日本と世界の各地の魅力が、文字通り、一堂に会する形となりました。各ブースでは
情報提供だけにとどまらず、来場者へのおもてなしやパフォーマンスなど独自の魅力を伝える趣
向が凝らされました。世界各国と国内各地から集結した多彩な観光素材の数々は、改めて「旅の力」
を感じさせてくれるものでした。

　会
場
の
一
角
で
は
、日
本
全
国
か
ら
伝
統
的
工
芸
品
が
集
合

し
、各
地
に
伝
わ
る
美
と
技
を
披
露
し
ま
し
た
。匠
の
技
を
間
近

で
見
る
だ
け
で
な
く
、実
際
の
制
作
に
も
体
験
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
、大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、熱
心
に
職
人
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、匠
み
の
技
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
の
伝
統
的
工
芸
品
づ
く
り
を
体
験

　ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
の
主
催
者

で
あ
る
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外
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化
人
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ら
の
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ッ
セ
ー
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ま
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に
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集
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て
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す
。

主
催
者
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ス
で「
渡
航
自
由
化
50
周
年
」企
画
展
示

チームヨーロッパのステージでは、各国のデスティネーション情報などを伝えるイベントが繰り広げられました

全国各地の“匠の技”
が集結した伝統的工
芸品のコーナーで
は、来場者らが実際
に製作体験を楽しみ
ました

海外渡航自由化からの50年を振り返る展示コー
ナーでは、懐かしい写真やトラベルグッズ・アイ
テムなどに来場者が見入っていました

日本と世界の各地の魅力が一堂に



JATA海外緊急重大事故支援システム

海外リスク速報メールサービス

387社の会員にご契約いただいています387社の会員にご契約いただいています

お問い合わせ

1.支援システム発動対象は海外の企画旅行（募集型・受
注型）です。
2.支援システム発動条件は「1名以上の死亡事故」等より
発動になります。
3.年会費は43,200円（うち消費税3,200円）です。

海外で万一の重大事故が発生した場合、
緊急事故対応は大丈夫ですか？

JATA支援システムは、会員専用の「24時間緊急サポートデスク」を提供します。
365日、24時間体制で、事故処理対応に関する相談受付・アドバイスを実
施します。

安価な費用で安心のバックアップが得られる
「JATA海外緊急重大事故支援システム」
へのご加入を「企業防衛」のためにぜひご検討ください。

＜国内支援オプションサービス＞
JATA支援システム利用会員が実施する国内の企画旅行中
（募集型・受注型）に、緊急事故処理が発生した場合、企画旅
行会社の対応を支援するための『国内支援オプションサービス』
もご用意しております。
年会費は21,600円（うち消費税1,600円）です。

月平均1件以上の対応事例が発生しています月平均1件以上の対応事例が発生しています

日本アイラック株式会社　TEL　03-5360-1391

JATA会員企業向け有料サービスのご案内
　JATAとしてのスケールメリットを活かした会員様のリスクマネジメントに役立つサービスのご案内です。

　共同通信社では、海外支社局や提携通信社が配信する事件・事故・災害・テロ・伝染病などの情報を、携帯メール
とウェブサイトでご覧いただける「海外リスク情報」を提供しています。
　報道機関向けの速報ニュースなので、信頼性とスピードでは国内トップクラスです。
　いち早く情報をキャッチして、初動体制につなげることができます。

　JATA海外緊急重大事故支援システム加盟社の皆様には、株式会社ジャタを通じて特別パッケージをご提供
しております。安全な旅行を企画提案するために、「海外リスク情報」をぜひご活用ください。
　年間契約料は、携帯端末1台につき、12,960円（うち消費税960円）です。

株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取扱う会社です。

お問い合わせ 株式会社ジャタ　TEL　03-3504-1751　　E-mail　mail@yu-jata.com

2014/03/08 10:02

◎マレーシア航空の旅客機が
消息絶つ　
【シンガポール共同】ＡＰ通信
などによると、マレーシアの
首都クアラルンプールから北
京に向かっていたマレーシア
航空の旅客機が８日、消息を
絶った。　

暴動・争議

2014/08/29 22:48
◎エボラ熱の疑いで一時隔離　モルドバで2邦人 
【モスクワ共同】旧ソ連圏モルドバの首都キシニョフで29日、
日本人男性2人がエボラ出血熱感染の可能性を調べるた
め、病院に一時隔離された。同国の国境警備当局が共同通
信に明らかにした。日本の外交筋によると、診断の結果、2人
はエボラ熱ではなかったことが確認され、隔離を解かれた。

邦人関連

2014/08/14 05:01

◎スイス列車事故で日本人5人けが　
【ジュネーブ共同】スイス南東部で13日に列車が脱線した
事故で、在スイス日本大使館は同日、日本人5人が負傷した
ことを明らかにした。うち1人は重傷だが、命に別条はないと
いう。

事故

2014/09/17 18:01　

◎グアム島沖でＭ6・7　一部で停電、津波なし 
　米地質調査所（USGS）によると、米領グアム島北西沖で
17日午後4時14分（日本時間午後3時14分）、マグニチュー
ド（Ｍ）6・7の地震があった。震源はグアム島の政庁所在地
ハガニャの北西49キロ、震源の深さは136・7キロ。（共同）

自然災害

2014/05/22 22:24
◎クーデターで注意喚起　タイの日本大使館
　在タイ日本大使館は22日、タイのクーデターを受け、さまざ
まな規制措置が取られ在留邦人の生活に影響が及ぶ可能
性があるとして、不要不急の外出を控えるよう注意喚起した。
　また、午後10時から午前5時まで、夜間外出禁止令が発令
されたことも併せて注意喚起した。（共同）


